九州・山口地域における自治体のインフラ維持管理に関するアンケート調査票
Ｑ1. ご回答者様情報のご記入をお願いいたします。
	貴自治体名
	

	貴部署名
	

	ご氏名
	

	ご連絡先
	電話


	
	FAX


	
	E-メールアドレス



※ご不明な点等があった場合はご質問させて頂きたく存じますので、ご回答者自身について、上記の項目のご記入をお願いいたします。
Ｑ2. 貴自治体の維持管理業務を実施する体制についてお答え下さい。
2－1. 貴自治体の建設部もしくは土木部の土木技術職員の全体数をご記入下さい。
（　　　　　　　）人
2－2. 貴自治体の建設部もしくは土木部の道路部門に携わっている土木技術職員の数をご記入下さい。
（　　　　　　　）人

2－3. 道路部門の土木技術職員のうち道路保全に係る維持管理業務を担当している職員数をご記入下さい。
（　　　　　　　）人

2－4. 道路施設の日常点検（パトロール）では、貴自治体の土木技術職員による直営点検を行っていますか？【1つのみ回答可】
a.　はい　　　　b.　いいえ
裏面につづきます ⇒

2－5. 5年に1回の法定(定期)点検では、貴自治体の土木技術職員による直営点検を行っていますか？
【1つのみ回答可】

a.　はい　　　　b.　いいえ
※“はい”とお答えした方は次の2－6の質問へお進み下さい。
“いいえ”とお答えした方は2－8の質問へお進み下さい。

2－6. 直営点検を行っている理由を選んで下さい。【複数回答可】
a.　直営化することで職員の資質向上を図る　　　b.　維持管理費のコスト削減
c.　職員が公共土木施設の老朽化等状態を常に把握しておく
d.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2－7. 今後、直営点検を増やす予定はありますか？また、選んだ理由もご記入下さい。【1つのみ回答可】
a.　増やす予定である　　　b.　増やす予定はない（現状維持）　　　c.　減らす予定である
	選んだ理由を教えてください（自由記入）



2－8. 直営点検を行っていない自治体の方のみお答えください。直営点検をできない（しない）理由を選んで下さい。【複数回答可】
a.　土木技術職員の不足　　　b.　技術的知見の不足　　　c.　直営点検の必要性を感じない
d.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ3. インフラ維持管理を担う人材の育成・確保についてお答え下さい。
3－1. インフラ維持管理を担う技術者を確保するためにも人材育成は必要だと思いますか？
【1つのみ回答可】

a.　はい　　　　b.　いいえ
※“はい”とお答えした方は次の質問へお進み下さい。
“いいえ”とお答えした方はQ4（4ページ下部）の質問へお進み下さい。
3－2. 九州・山口地域におけるインフラ維持管理を担う人材育成の枠組みを構築していきたいと考えています。以下のどの分野の人材育成が必要だと思いますか？【複数回答可】
a.　自治体職員等の管理技術者のスキルアップにつながる人材育成
b.　建設技術センター、建設技術推進機構等の公益を目的とした団体職員のスキルアップに
つながる人材育成
c.　地元建設コンサルタント会社の業務受注者のスキルアップにつながる人材育成
d.　地元建設施工会社の点検・診断等の業務への活用、スキルアップにつながる人材育成
e.　次世代の担い手となる大学生，高専生，高校生等の人材育成

f.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3－3. インフラ維持管理に関する人材の育成については、どのような機関・団体が行うことが理想的ですか？【1つのみ回答可】

a.　国土交通省
b.　建設技術センター、建設技術推進機構等の公益を目的とした団体

c.　県内の大学
d.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3－4. 長崎県においては、インフラ維持管理を担う人材育成の取組みとして「道守養成ユニット」※注）があります。これは、長崎大学が主体となって、産官学が連携し、自治体・建設技術研究センター・建設関連業者等を対象にしたインフラ維持管理に資する技術者を継続的に養成するプログラムです。また同様に、山口県においても山口大学の「社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口）」があります。九州・山口地域においても、このような、人材育成が行われていることをご存知でしたか？
【1つのみ回答可】　　　　※注)．九州道守会議とは異なります。
a.　長崎大学の「道守養成ユニット」、山口大学の「社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口）」
は、両方とも知っていた
b.　長崎大学の「道守養成ユニット」は知っていた

c.　山口大学の「社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口）」は知っていた

d.　両方とも知らなかった
裏面につづきます ⇒

3－5. 長崎大学の「道守養成ユニット」は2015年に、山口大学の「社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口）」は2017年に、国土交通省の登録資格に認定され、インフラ点検・診断できる技術者資格の一つとして位置づけられております。また、長崎県発注業務及び工事においては、道守資格者を評価した入札が試行的に執行される等、養成された技術者の活躍の場も確保されつつあります。このように、体系化された育成プログラムが、県内にも必要だと思いますか？また、選んだ理由をご記入下さい。
【1つのみ回答可】
a.　必要だと思う　　　b.　必要だと思わない

	選んだ理由を教えてください（自由記入）



Ｑ4. 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP：エス・アイ・ピー）事業に関する質問です。
4－1. 内閣府のSIP「戦略的イノベーション創造プログラム」の一環として、「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」プロジェクトが進められていることをご存知でしたか？
【1つのみ回答可】
a.　知っていた、どのような技術が開発されているか、調べたことがある
b.　知っていたが、どのような技術が開発されているかまでは知らない

c.　聞いたことはあるが、詳しい内容は知らない

d.　知らなかった
4－2. SIPの「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」プロジェクトでは、数多くの新しい点検・診断技術の開発がなされています。また、九州・山口地域の大学においても既に開発された点検・診断技術があります。次に挙げる項目のうち、インフラ維持管理業務で、“こんな技術があったら使ってみたい”と思うものを選んで下さい。【複数回答可】
a.　点検にかかる費用を削減できる技術
b.　点検困難な箇所を容易に確認できる技術
c.　損傷や変状を迅速に確認できる技術
d.　塩害や凍害等、損傷の種類を判別してくれる技術
e.　ITを利用することで容易に近接目視ができる点検技術
f.　モニタリング等により突然の変状を容易に知らせてくれる技術

g.　適切な補修・補強方法を選定できる技術

h.　点検情報を効率よくデータ保存・活用できる技術

i.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4－3. 実績のない新技術・新工法の採用を検討する場合、何を目安に検討しますか？【1つのみ回答可】
a.　NETIS等の公共機関に登録された技術であれば検討する
b.　NETIS等の公共機関に登録された技術でなくても、説明を受け、現場実証試験後、良ければ
検討する
c.　実績がなければ検討しない
※NETIS（新技術情報提供システム）とは、民間企業等により開発された新技術に係る情報を、共有及び提供するためのデータベースであり、国土交通省によって運営されている。

4－4. SIP事業で開発された先端技術について、情報を入手したい、説明をお聞きになりたい場合、以下のどの方法がよろしいでしょうか？【複数回答可】
a.　開発担当者から直接話を聞きたいので説明会を開催して欲しい
b.　どのような技術が開発されているか、情報が入手できるwebサイト等を教えて欲しい
c.　利用イメージ等がわかるカタログが欲しい

d.　今のところ、先端技術の活用を検討する予定はないので、機会があれば教えて欲しい
裏面につづきます ⇒

Ｑ5. 今後の維持管理業務に対する要望やご意見等がございましたら、ご自由にお書き下さい。
（例えば、このような道具があれば便利、このような技術があれば活用したい、このようなことをしてみたい、業務の仕組みをこのようにできないか等、どんなことでも構いません）
	（自由記入）



-----------------------これで終わりです。ご協力ありがとうございました。-----------------------
１

